
福島県相双農林事務所企画部、農業振興普及部、農村整備部（令和3年7月） 

「浜農業の未来を拓く先駆けプロジェクト」の取組 ～福島県南相馬市小高区「飯崎地区」～

基盤整備 体制整備 生産支援

取

組

内

容

今

後

の

予

定

１ 整地工事

・R3.3末までA=88ha完成（全体101ha）

・現況区画0.3ha未満を標準1.0ha区画に

整備

・軟弱地盤であるが、湿地ブル21ton級3台

を使用し均平度±35mmの精度を確保

・地耐力増強のために客土10cmを実施

・定期的にドローンを使用した空中写真

を用いて全体工事状況を把握

２ 換地業務

・換地計画原案作成済み（H29.3）

３ 令和元年台風19号等災害箇所の復旧

・小高川の堤防決壊により、

ほ場に土砂が流入。早期

復旧を図り、土砂撤去、

整地が完了

１ 集落営農の仕組み作り

・H30.2 飯崎地区営農改善組合設立

（農用地利用改善団体）

２ 担い手の法人化

・H30.2 ㈱飯崎生産組合設立

３ 担い手への農地集積

・人・農地プラン作成支援

R元年度に策定済み

・農地中間管理事業活用支援

R2年度に従前地における事業契約

を達成

○今後は暗渠排水工事による農地の乾田化や頭首工の改修により

安定的に用水が確保できるよう工事を進める

〇地域の話し合いを通した地域農業の維持・発展

（農用地利用改善団体による農地の利用調整と担い手及び

地権者の役割分担の明確化）

〇土地利用型作物と園芸品目の組み合わせや省力化技術の

導入等による担い手の継続的な経営発展

〇収量の更なる向上と高品質・安全性の確保による消費者

の購買意欲向上

１ 生産作物への技術支援

・大豆 25.0ha 

・水稲 21.0ha   

・玉ねぎ 1.9ha 

・ブロッコリー 38.0ha（㈲ＩＬｏｖｅファー

ムおだか」が作付け）

２ 農業用機械等の整備

・大型機械リース事業により導入

３ 除草・地力回復（保全管理）の支援

・保全管理面積に応じて、H30年度より導入

４ 鳥獣害防止対策

・営農再開面積（ほ場整備実施済箇所）に

併せて電気柵を設置

５ スマート農業技術実証

・R2年度からスマート農業技術導入による経営

規模拡大の実証を実施中

・農作業に支障（現況区画0.3ha

未満、挟小な農道、未装工の

用排水路等）

・H22年度に基盤整備事業が採択

・H22.9に基盤整備地区の担い手

組織として８名で機械利用組合

である「飯崎生産組合」を設立

震

災

前

H23.3.11

東日本

大震災

震

災

後

・被災農地及び農業用施設の復旧

と併せ、大区画ほ場の整備

・農作物の作付制限

・農業用機械の損失

・生産者、担い手の不足

・生産物の安全性に対する不信感

浜農業の未来を拓く先駆けプロジェクト

地域農業

再構築

モデル

の取組

浜農業の未来を拓く先駆けプロジェクト

これまでの取組成果

①現況区画0.3haを標準区画1.0haに整備（88ha/101haを整備（R3.3末現在）） ②担い手の確保 「株式会社飯崎生産組合」設立（H31.2） ③生産作物への支援（大豆振興セミナー・現地検討会の開催）

課題の検討状況

ほ場整備状況

客土工事状況

電気柵設置状況

現地検討会（タマネギ）

整備後整備中 震災後初めての稲刈り整備前 ﾀﾏﾈｷﾞ生育状況 現地検討会（大豆） ﾌﾞﾛｯｺﾘｰ生育状況 水稲生育状況

飯崎地区

担い手による耕うん作業 担い手による大豆収穫

モデル

の活用

（横展

開）

飯崎地区営農改善組合

設立総会の様子

・南相馬市小高区の「片草地区

(A=36ha)」「岡田地区(A=32

ha)」等でほ場整備を実施中。

片草地区 岡田地区

・避難指示区域の飯崎地区をモデル地域として

ﾊｰﾄﾞとｿﾌﾄ施策を集中的に投入

・成果を波及させることにより避難指示区域の

営農再開を加速化

・ほ場整備を行いながら営農計画の策定段階から

県、南相馬市、請戸川土地改良区が参画

・担い手の確保、農地や施設の維持管理労力の軽減など様々な課題に対応

被災状況 復旧後

ﾄﾞﾛｰﾝによる工事状況の把握

ｽﾏｰﾄ農業講習会

(ﾛﾎﾞｯﾄﾄﾗｸﾀｰ)

暗渠排水工事① 暗渠排水工事② 頭首工工事

（(株)飯崎営農組合が作付け）


